
新型コロナウイルス感染症関連の補正予算　
一般会計　22 億2,800万円

全国初の許可制の
スクラップヤード規制条例案が可決！

79

令和３年度9月定例会（9月6日～10月5日）
　令和３年第3回定例会では、令和２年度決算議案について審議が行われ、賛成多数で認定されました。また、コロナ対策
等のための補正予算（9月・１０月）が可決承認されました。新型コロナウイルス感染症に関しては、8月～9月に感染が大き
く拡大していましたが、ワクチン接種も進んだこと等から「緊急事態宣言」が解除された10月に入ってからは、縮小傾向にあ
ります。しかしながら、冬場の感染拡大が心配される中、昨年に引き続き今年度もインフルエンザ予防接種の助成等の経費
が補正予算に計上されました。今号では、新型コロナウイルス感染症対応の補正予算（9・10月）とスクラップヤード規制条
例、令和２年度一般会計決算の概要について報告します。
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「千葉市再生資源物の屋外保管に関する条例」は金属スクラップや
木材などの再生資源物の屋外保管を許可制で規制する条例の制定
は全国初です。金属スクラップヤード（再生資源物の屋外保管場）は、
火災発生や騒音被害等が出ており、長年の課題に対する解決策（事
業者に対する罰則を）として、罰則付きの実効性のある条例が制定さ
れました。

（誉田公民館・工作室）

（鎌取コミュニティセンター集会室）11：00～12：00
13：30～14：30

（あすみが丘プラザ・会議室１）15：30～16：30
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（日）

〈主な内容〉
◎インフルエンザ予防接種　約3.５億円（＊1）
◎介護施設等の家族面会室整備支援　約0.2億円
◎住居確保給付金　約0.65億円（＊2）
◎高齢者施設等PCR検査　約4.9億円（＊3）
◎接待を伴う飲食店の従業員に対するPCR検査　約0.12億円（＊4）
◎中学校等修学旅行キャンセル料金負担　約0.5億円
◎宿泊療養施設の確保　約6.４億円（＊5）
◎中小企業者向け支援金の追加支給等　約4.6億円（＊6）
◎地域公共交通支援（路線バス・タクシー・モノレール事業者）　約1.1億円

インフルエンザ予防接種　約3.5億円
定期接種対象外の生後6か月から65歳未満の市民に対し、市
独自で接種費用の一部を助成

（＊1）

住居確保給付金　約0.65億円
離職等により住居を失うおそれのある者等に対する家賃相当
額の支援について、申請者数の増に伴い経費を追加

（＊2）

高齢者施設等PCR検査　約4.9億円
高齢者施設等の全ての従事者に対するPCR検査実施、新規入
所者のPCR検査費用助成

（＊3）

接待を伴う飲食店の従業員に対するPCR検査 　約0.12億円
市内全域の接待を伴う飲食店の従業員に対するPCR検査を実施

（＊4）

軽症者等の宿泊療養施設の確保　約6.4億円
重症患者を優先し、限られた医療資源を有効活用するため、軽
症患者・無症状感染者の新たな療養施設を確保

（＊5）

＜対象者数＞129,000人
＜補助額＞接種費用から自己負担額を除いた額（上限3,000円）
＜自己負担額＞ 1,800円
＜補助対象期間＞令和3年10月1日～12月31日の接種

＜対象施設＞ 高齢者施設・事業所、障害者施設・事業所、救護施設
＜対象者数＞約27,000人
＜実施期間＞令和3年10～12月
＜自己負担額＞無料（上限1回/月）
※緊急事態宣言等の期間は月2回を上限
新規入所者のPCR検査費用助成－補助率10/10
（補助上限額5,000円）

＜検査見込件数＞延べ2,700件
＜実施期間＞令和3年10～令和4年3月
＜自己負担額＞無料（1回/月）

＜宿泊療養施設＞グランパークホテル　パネックス千葉
（全館一括借り上げ）
＜入居可能室数＞最大67室
＜酸素ステーション同時受入可能人数＞5名
＜実施期間＞令和3年9月24日～令和4年3月末（予定）

中小企業者向け支援金の追加支給等　約4.6億円
緊急事態宣言等の長期化に伴い、売上減少が継続している中
小企業者に向けて、支援金を追加支給するとともに、これまで
の支援金について、未申請者等の申請受付を再開

（＊6）

①　追加支給
＜対象者＞市制度の中小企業者一時支援金及び月次支援金に
ついて、支給対象月である令和3年1月～10月のうち、4か月分以上
受給している者
＜支給額＞ 20万円/者
＜申請時期＞令和3年11月～令和4年2月　随時、支援金を支給
②申請受付の再開
＜内容＞一時支援金（1月～3月分：15万円）
・月次支援金（4～9月分：5万円/月）について、申請受付を再開
＜申請時期＞令和3年11月～12月末　随時、支援金を支給

　今回の条例は、市内に７５か所
（緑区内１０カ所・若葉区内５０カ
所等）ある金属スクラップヤードを
条例で定める保管基準に適合した
形にしてもらい、地域の人が不安な
く生活できる環境にするためのも
のです。
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＊年度内に事業を完了させることが不可能となった場合などに翌年度において使うお金
※単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合があります。

※・単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合があります。

※・単位未満を四捨五入しているので、合計と一致しない場合があります。
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特別定額給付金付事業費収入

子ども・子育て支援給付費収入

地方創生臨時交付金収入（＊1）
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建設事業債

臨時財政対策債（＊2）

減収補てん債（＊3）

地方交付税（＊4）
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新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金収入
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増減額

義務的経費

その他の経費

投資的経費

・人件費　

・扶助費　

・公債費（市債の借金返済費用）
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増減額
R2年度一般会計決算状況（対前年度比較）

（単位：億円、%）◎一般会計・歳入（主な内訳・対前年度増減）

（単位：億円、%）◎一般会計・歳入（主な内訳・対前年度増減）

新型コロナウイルス感染症対策に使用することができる。
財源不足補てんのために国から発行を認められる市債。国が地方の財源不
足を補てんするために現金で支給されることになっている地方交付税（＊4）
のうち、国の財源不足のために現金で支給されない分は臨時財政対策債と
して市債発行が認められる。返済金は、国からの交付金として後年還ってく
ることとなっている。
予算編成時に見込んだ税収入が下回ることとなった場合、この減収を補填
するために発行することができる市債、発行額の75％は国からの交付金と
して後年還ってくる。

令和2年度の決算の特徴としては、「実質収支の確保」「将来負担の低
減」「新型コロナウイルス感染症への対応」が挙げられます。市の積立
金である財政調整基金は近年増加し128億円となり、財政健全化判断
比率では、実質公債費比率は6年連続、将来負担比率は１3年連続で
改善されてきており、千葉市の財政健全化は、着実に進んでいます。し
かしながら、この比率には、臨時財政対策債（臨財債の残高は全体市
債残高の1/4を占めています）は含まれておらず、財政運営は依然とし
て厳しい状況にあります。今後の人口減少・高齢化の進展・市有施設
の老朽化等の影響によるきびしい財政環境が見込まれるうえに、新型
コロナウイルスの影響が重くのしかかり、市財政のかじ取りが問われま
す。今後も、千葉市は発展を続け市民福祉の向上を追求していかなけ
ればなりません。新型コロナウイルス感染症の影響下、地域経済活性
化と生活支援のための積極的な財政運営が求められています。私は、
財政健全化路線はとりつつも、積極的に必要な事業を行うこと、また、
「千葉県全体の繁栄なくして県都・千葉市の繁栄はない」との考え方の
もと、市と県の一体的な発展を進めるために千葉市（神谷市長）と千葉
県（熊谷知事）が連携を深めることが重要と考えます（詳しくは次号で
報告します）。今後も、そのための財政運営とさらなる事業の厳選とと
もに、県との連携を進めることを求めてまいります。

①市 税
個人市民税が譲渡所得や給与所得などの増により増額となったほか、固定資産税
が家屋の新増築により増額
② 国庫支出金
特別定額給付金給付事業費収入が増額となったほか、新型コロナウイルス感染症
対応地方創生臨時交付金収入が増額
③市債
臨時財政対策債が減額となったものの、減収補塡債が増額となったほか、新庁舎
整備などに伴い建設事業債が増額
④ 県支出金
幼児教育・保育の無償化に伴い子ども・子育て支援給付費収入や子育て支援施
設等利用給付費収入が増額となったほか、新型コロナウイルス感染症緊急包括支
援交付金収入が増額
⑤ 地方消費税交付金
地方消費税の税率引き上げに伴う増額
⑥ 法人事業税交付金
税制改正に伴う法人市民税減収分の補塡措置として交付金が創設

〇実質公債費比率（収入に占める借金返済の割合）
　R2年度　11.8％　R元年度　12.9％　前年度から1.1Ｐの改善
〇将来負担比率（借金残高の収入に対する割合）
　R2年度　128.8％　R元年度　138.3％　前年度から9.5Ｐの改善
〇市債残高
　R2年度　9,701億円　R元年度　9,732億円　前年度から31億円の減額
　うち臨時財政対策債（臨財債）残高
　R2年度　 2,374億円　R元年度　　2341億円　前年度から33億円の増額
〇財政調整基金
　R2年度　 128億円　R元年度　89億円　前年度から　39億円の増額

＜増減の主な内訳＞ （　）は対前年度増減額
【義務的経費】
・人件費
会計年度任用職員制度移行などに伴い人件費が増額
・扶助費
子育て世帯への臨時特別給付金の支給　20億円 （＋20億円)
生活保護費　351億円 （＋1億円)
【投資的経費】
・普通建設（補助）事業費（国からの補助金がある事業）
情報教育推進整備費（ＧＩＧＡスクール構想）　44億円（＋44億円）
・普通建設（単独）事業費（市単独事業）　
新庁舎整備事業費　38億円（＋36億円）
【その他の経費】
特別定額給付金　971億円（＋971億円）
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令和2年度 令和元年度 増減額 増減率
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積極的な財政運営と県との連携強化を！
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